
 

 

市が抱えている課題の解決やより良いまちづくりへ向けて，市民活動団体とのパートナーシップを生かし，
市と協働で取り組むことによって相乗効果が期待できるモデル的・先駆的な内容の事業提案を募集し，まち
づくりに活用しています。令和８年度は以下の７つの協働事業を実施しています。    

※　わくわくプロジェクトの概要は，裏面をご覧下さい。  

 若い世代で戦争の紙芝居を伝承しよう 
～デジタル化による新たな紙芝居を創る～

ためしもいち！市民の“やってみたい”からは
じまる景観まちづくり実証事業 地域と動物の共生プロジェクト 2026

 一般社団法人オリーブ協会 
文化交流課 

戦争の紙芝居のデジタル化・動画化を

とおして、若い世代の平和への意識醸

成等を目指します。

さとととし 
都市計画課 

下市エリアを舞台に、地域の資源を活

用し、市民の「やってみたい」を実践し

ていくプロジェクトを実施します。

いばらきのシッポの幸せの会 
動物愛護センター 

動物愛護に関する正しい情報を地域に

普及させ，動物と人間の双方が暮らし

やすいまちづくりを目指します。

 次世代継承店舗と学生がつくるまちづくり 
～起業ゲームから実践へ～ 参考書バンク 水戸に住む外国人市民の地域コミュニティ参加への支

援事業「うちにおいでよ水戸プロジェクト in 有賀」

 23RD まちづくり株式会社 
商工課 

水戸のロマンチックゾーンで、学生の

創業機運醸成などを目指し、地域と連

携したワークショップを開催します。

茨城高等学校国際教養コース・これミラ班 
ごみ減量課 

受験や試験後に廃棄されてしまう参考

書等の数を減らすため，参考書を中心

としたリユース事業を実施します。

特定非営利活動法人ちいきの学校 
市民生活課 

米作りイベント等をとおした外国人と

地域住民の交流や地域行事への外国人

の参加促進に取り組みます。

 みと防災 DX サポートプロジェクト  
 
※　各事業の詳しい内容は，以下の QR コ

ードから水戸市市民活動情報サイト「こみ
っと広場」をご覧下さい！！

 水戸市防災士協会 
防災・危機管理課 

デジタル防災情報の普及とデジタル格

差の解消を目指し，防災のための IT・

DX サポート活用講座を実施します。



皆さんのアイディアを募集しています！！ 

 

みんながわくわくするようなアイディアで 

水戸をもっと元気なまちにしませんか。 

皆さんからのご提案をお待ちしています。 

応募の前のご相談も大歓迎です。お気軽にご相談ください！ 

 

 

水戸市協働事業提案制度「わくわくプロジェクト」の概要 

 

☆対象事業☆ 

市と協働して取り組むことによって相乗効果が期待できるモデル的・先駆的な内容のプロ
ジェクトが対象です。 

 

☆対象団体☆ 

ＮＰＯ法人，ボランティア団体，サークル，企業（ただし，非営利の社会貢献活動を行う場
合），地域コミュニティ団体など，市民活動を行う団体です。 

 

☆市からの補助金額について☆ 

提案１件あたり対象経費の 90 パーセント以内(上限 50 万円)です。 

　※　学生主体の団体であれば，全額補助金（上限 50 万円）での事業実施も可能です。 

詳細については，下記問合せ先までお問い合わせください。 

 

☆事業の流れ☆ 

■ 随　時　 : 提案事業についての事前協議 

■ 11 月ごろ: 提案事業の募集開始 

事業の検討（提案団体と担当課で具体的な検討を進めます） 

■ １月中旬：提案事業の募集締切 

■ ２月下旬：公開プレゼンテーションによる審査（市民，関係団体の代表者，学識経験者
等で構成する水戸市協働推進員会が提案事業を厳正に審査します） 

■ ３月下旬：採択事業の決定 

■ ４月ごろ：協定の締結（提案団体と事業担当課の間で，基本的な合意事項について協定
を結びます) 

■ ４月～翌年３月：事業実施期間（計画に基づいて事業を実施します） 

■ 事業実施後：事業報告書，評価シートの作成・提出（提案団体と事業担当課で事業の成
果を振り返り，それぞれの評価シートを作成します） 

■ 翌年５月ころ：事業報告会（事業の成果を公の場で発表します） 

 

☆問合せ先☆ 

　　〒310-8610　水戸市中央１丁目４番１号 

　　水戸市 市民協働部 市民生活課 協働係 

　　電話：029-232-9151 
　　Ｅmail：kyodo@city.mito.lg.jp


